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て自己表現的な行為を行うことが DJ に特徴的なのである。 
もう少し具体的に見ていこう。DJ をするには複数の音楽再生装置（レコード・プレー
ヤー）と音楽ソフト（レコード）、そしてそれら複数の入力をミックスして出力させる











なかでも寡占的に使用されているものがテクニクス 3)の SL-1200 シリーズである（図 1）。
同シリーズは歴史が古く、最初のモデルは 1972 年に発売されている。もちろん普通に
音楽を聴くために製作されたものだった。ところが、当初メーカー側が意図した用途と
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（Brewster and Broughton 1999＝2003: 29）のである。よく知られるシャノン＝ウィーバ
ーのコミュニケーション・モデル（Shannon and Weaver 1949）において、その位置づけ
を考えてみるといい。DJ は「送り手」なのか「受け手」なのか。クラブという空間では、
DJ がかける音楽（レコード）にあわせてオーディエンスが踊る情景が広がる。ここから、












「Cut ‘n Mix」という概念（Hebdige 1987）があらわすように、DJ は嗜好のコレクション
からピースを選び抜き、異なる地図に再構成し、さらにそれをアウトプット（表現）し






リエイトするようになって 20 年余りの月日が流れた。今の 10 代、20 代の人は、特
にクラブ・ミュージックに興味のない人でも、「DJ」といえばミュージシャンと同
じように音楽の作り手、あるいはパフォーマーといったイメージを持っている人が













フォーマンスに特化した DJ がその好例だ。彼らはレコードとターンテーブル、DJ ミキ
サーをまるで楽器のように操る。「ターンテーブリスト」は、マニュアルなレベルにお
ける「能動的オーディエンス」の極北の姿かもしれない。「ターンテーブリストの目指
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すところは、単なるダンサーの伴奏ではなくて、自らの技とレコード・コレクションを
駆使してリスナーのために音のタペストリーを創り出すこと」（George 1998＝2002）な





























































































げる事例「colorpiece」では、当時、大手輸入レコード店に勤務していた M さん 9)を主催
者として、それまで個別に活動してきた大きく 4 つのユニットが結集することで 1999
年に形成される。すなわち、M さんが T さん 10)らとともにオーガナイズしていた
「SPEAMINT」、「Sharin’ Soul」を自称する K さん、「While my eyes go looking for flying 
saucers in the sky」を主催していた N さん 11)と筆者、この 5 人が DJ として参加。そして
「VORTEX GALLERY」の S さん 12)と、彼と親交があった C さん 13)、L さん 14)、N さん
15)が後に参加することで VJ を担当。こうして DJ と VJ、そしてその他のスタッフから成
る「colorpiece」のオーガナイザー・ユニットが形成された（図 2）。直接のきっかけとな
ったのは「VORTEX GALLERY」（Z さん 16）がプロデューサー、S さんがディレクター
＆デザイナー）という若手アーティスト、クリエーターを紹介するインターネット・ギ



























「colorpiece」は、当時北堀江にあった Pipe Cafe というクラブを開催場所とし、定期
的に開催されるレギュラーイベント 17)として企画された（後に、心斎橋の Bar Karo Karo
へ開催場所を移す）。Pipe Cafe は最大収容人数 200 名を超え、週末開催では最低でも 80
人近くの動員が必要なレンタル･スペース形式の営業スタイルだった。どのクラブで開
催するかは、イベント開催のコストと集客力とのバランスによって選定される。実際に
は、開業間もない Pipe Cafe からレギュラーイベントのオファーがあったという経緯があ
る。これに対し、オーガナイザー・ユニットの人数を増やし、それぞれのネットワーク
を重ね合わせることで見込める大きな動員でイベント運営の目処をつける。そして 1999
年 9 月 3 日、第 1 回目の「colorpiece」が開催され、同年 12 月 4 日に第 2 回目、翌年 2







明らかにする事例が 2000 年 12 月 30 日に開催された単発的なクラブイベント「meeting!」




































































































































3) テクニクスは、松下電器（現 Panasonic）のブランドである。 
4) 意図していなかった利用の仕方の好例がスクラッチだろう。レコードを擦るこの技
法は、1970 年代後半にニューヨークの DJ グランド・ウィザード・セオドアが偶然に
発見し、DJ グランド・マスター･フラッシュによって確立されたといわれる。 














9) 1968 年生まれ、男性。 
10) 1974 年生まれ、男性。 
11) 1972 年生まれ、男性。 
12) 1973 年頃生まれ、男性。 
13) 女性。 
14) 1975 年生まれ、男性。 
15) 女性。 
16) 1972 年生まれ、男性。 
17) レギュラーイベントの場合、クラブ側も安定した収入が確保できるため、通常の料
金設定より多少割り引かれる。 
18) 第 1 回目の開催は 2000 年 9 月 23 日。 













ンズ」は、この場合 common というよりも open に近い。 
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Today, the advanced consumer society is slowly progressing. Active consumption or a 
consumption style that shifts between producing and consuming has been established. One of the 
examples of active consumption is that people create secondary works by infringing a 
copyrighted works for personal use. Such consumption occupies space. In this article, I discussed 
the manner in which space can be alternatively utilized in Japan, covering the topic of club 
culture as a sub culture. 
 
Club culture is a sub culture revolving around music and features elements such as DJs (disk 
jockeys) and dance. DJs are actively involved in the innovation of ready-made technology for 
music-media (e.g., scratching record) and also edit music (e.g., remix music). DJs represent the 
creativity of club culture as “new style musicians.” Dancing leads to an ecstasy that results from 
the synergy of the repetitive beats of music. Such an ecstasy is sometimes also lead by drugs. 
This creativity and ecstasy glamorize club culture. Club culture is, however, a type of culture 
related to ordinary ways of life. DJs play their records, cutting and mixing on the basis of their 
taste in music. Club culture is “taste culture” of “active audience.” It represents the modern style 
of consumption. 
 
In addition, club culture is one that shares time and space. It considers the feeling of “right 
here, right now” to be important. Clubs are such place where the style of the culture is 
established. The space is available for the temporary use of commercial space such as bars or 
restaurants. Clubs connect networks that share taste. There are few spaces that can be used freely 
in Japan. Club culture shows alternative methods of using space. 
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